
報道関係各位

件 名 「学びの改革」を推進するGIGAスクール構想（ICT 環境

整備）について

１ 概要
「学びの改革」を推進し、世界最先端の教育に挑戦するため、LTE 型タブレッ
ト端末を「1人 1台」、市内の全小中学校の全児童生徒に導入します。

２ 内容
本市では、第５次総合振興計画の基本構想のまちづくりの基本目標に「ICT を

活用した新しい教育環境づくり」を掲げ、ICT 環境の向上に取組むことにより、
児童生徒の情報活用能力を育成してきました。また、第３次教育振興基本計画に
おいて、市内全ての児童生徒に同様の環境を整備することを視野に入れ、検討し
てきました。
令和元年度に開校した奥武蔵創造学園では、「学びの共同体が創る２１世紀型の

学校」づくりのモデル校として、国に先駆け全ての児童生徒に LTE※１対応のタ
ブレット端末を導入し、現在授業改善が進み、学びの質の向上が成果として現れ
ています。
市は「学びの改革」を一層進めるため、奥武蔵創造学園の理念を市内全小中学

校に広げ、世界最先端の教育に挑戦する「学びの改革」の実現に向け取組みたい
と考えています。
こうした中、国は交付税措置により学校教育の ICT 化を進めてきましたが、一

向に進まないことから、昨年１２月に令和５年度までに児童生徒１人１台の PC
端末と高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備する「GIGA スクール構想」
※２を発表し、関係法令が１月３０日の国会で成立したところです。国は、この補
助金により５年間で ICT 環境を整備する方針を示しています。
市は「学びの改革」を推進し、世界最先端の教育に挑戦するため、令和２年度

内に LTE 型タブレット端末を「1人 1台」、全小中学校の全児童生徒に導入しま
す。また、LTE 型タブレット端末を導入することは、「教員の働き方改革」に必
ずつながると確信しています。

※１ LTEとは、Long Term Evolution の略で、携帯電話通信規格の１つ。高速化と低遅

延、多接続の 3点に重きを置いて生まれた通信規格。

※２ GIGAスクール構想（Global and Innovation Gateway for All）とは、Society 5.0

時代に生きる子供たちの未来の見据え、児童生徒向けの１人１台学習用端末と、高速大

容量の通信ネットワークを一体的に整備する構想。GIGA スクール構想のGIGAとは通

信速度で使うギガビットではなく、Global and Innovation Gateway for All の略。

誰１人取り残すことなく子ども達１人ひとりに個別最適化され、創造性を育む教育 ICT

環境の実現に向けた施策。
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